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研究成果の概要（和文）：我々は作り笑いや愛想笑いなど，本心とは異なる表情を他者との関わりのなかで浮か
べる。社交不安は，社会的状況下で，恐れや不安を感じることを特徴とする精神疾患である。社交不安をもつ人
にとって，これらのネガティブな感情を他者に伝えることは，他者からの否定的な評価に繋がる。本研究では，
社交不安をもつ人は，偽りの表情を使うことで，向社会的な評価を受け，他者からの否定的な評価を避けるとい
う仮説(社交不安における表情による感情隠蔽仮説)を提案した。この仮説を検証するために，本研究では社交不
安傾向者の表情表出が，他者からの評価に与える効果を検討した。

研究成果の概要（英文）：In social interactions, people use facial expressions that deviate from 
their genuine emotions, such as fake smiles. Social anxiety is defined as an intense fear of being 
negatively evaluated by others (American Psychiatric Association, [APA], 2013). If people with 
social anxiety convey their genuine emotions such as fear or anxiety in social interactions, they 
would be negatively evaluated by others. The present study investigated the effect of facial 
expressions in social anxiety on evaluation from others.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
感情の抑制は精神的健康の悪化につながる(Gross & John 2003)。臨床場面で観察された社交不安傾向者の表情
による感情隠蔽には性差が観察され，期待される性役割に基づいた感情隠蔽が行われる可能性が示唆された。特
に男性の場合，社交不安傾向が高いほど笑い顔や怒り顔の表情表出の強度が強く，また社交性が高く評価され
た。男性社交不安傾向者のこうした特性は，男性の社交不安傾向者の有病率の低さや援助希求行動が少ないとい
ったこれまでの報告の一因となっている可能性が示唆された(Kessler et al., 1994; Merikangas et al., 
2010)。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

社交不安とは，社交場面において他者からの評価に対して強い恐れや不安を抱き，そうした場
を避けることを特徴とする精神疾患である(Clark & Wells, 1995)。生涯有病率はおよそ 3～12％
と非常に高い精神疾患であり，他の精神疾患との併発率も高い。社交不安が高い人はポジティブ，
ネガティブな感情を抑制することが報告されている(Kashdan & Breen, 2008; Kashdan & 

Steger, 2006)。なぜなら，こうした感情を表出することは，他者からの評価に繋がり，社交不安
をもつ人の症状を悪化させる。そのため，これらの感情の表出を抑制する。一方，社交場面にお
いて，感情を抑制することは，シャイな人などの否定的な評価を受けることも報告されている
(Bacon & Ashmore, 1985; Bruch & Cheek, 1995)。したがって，単純に感情を抑制するだけで
は，否定的な評価の回避にはならず，寧ろ社交的に振る舞った方が，否定的な評価を避けること
ができると考える。これは社交不安の特徴を考えると逆説的なものである。しかし，こうした方
略は，社交不安をもつ人にとって，否定的な評価を避けるための回避行動になる可能性がある。 

 

２．研究の目的 

本研究では，社交不安をもつ人は社交的に振る舞うことで否定的な評価を避けるか？という
問いを提唱する。この問いに対して，本研究では偽りの表情表出に着目した（Okubo, Kobayashi, 

& Ishikawa, 2012）。我々はありのままの感情を，常に表出している訳ではない(Ekman et al., 

1988)。時には作り笑いや愛想笑いなどの偽りの表情を使い，他者に望ましい印象を与える場合
もある。申請者は，社交不安が高い人は社交場面において，こうした表情を作ることに長けてい
ると考えた。そして，社交不安が高い人は，否定的な評価を避けるために，偽りの表情を使い社
交的に振る舞うことで，向社会的な評価を受けるという仮説(社交不安における感情隠蔽仮説)を
設定し，本研究仮説の検証を行った。 

 

 

３．研究の方法 

顔写真のモデルとなる人物の社交不安傾向を測定した後に，怒り顔，笑い顔，中立顔の 3 つの
表情を作り，顔写真を作成した。その後，別の評定者が顔写真に対して，社交性と感情強度を評
価した。また，作成した顔写真に対して，Facial Action Coding System（FACS）を用いた表情
解析を行うことで，社交不安傾向者における表情表出の特徴について分析した。さらに観察者の
特性が社交不安傾向者の人物評価に与える効果を検討するために，人相学的信念尺度を用いた
オンライン実験を実施した。 
 
４．研究成果 
 実験の結果，社交不安傾向が高い男性は，低い男性よりも社交性と感情強度が高く評価された。
一方，女性では社交不安の高低による社交性と感情強度のちがいはなかった（図 1）。 

 
図 1. 社交不安をもつ顔写真のモデルに対する社交性評価と感情強度の評定値 

 
この結果は，本研究の仮説を一部支持するものであり， 社交不安が高い男性は偽りの表情表出
を強く行い，自分自身が社交的に見えるように振る舞うことが示唆された。また，こうした特徴
は FACS による表情解析においても同様のパターンが得られた。一方，観察者の人相信念的信念
と社交不安傾向者の表情との間に特徴的な関連は見られなかった。 
 本研究計画では，表情隠蔽仮説について社交場面での心理的・生理的な変化や実際の患者を用
いた臨床場面での検討を計画していた。しかしながら，新型コロナウイルス蔓延防止伴う緊急事
態宣言などの対応により，当初予定していた研究計画の実施が困難であった。そのため実験計画
を修正し，オンラインでの実験へと変更を余儀なくされた。しかし，実験計画の修正の段階で新
たに着想を得た社交不安傾向者に関する複数の実験を実施した。これらの研究成果は，国際学会
では 2019，2021 年にそれぞれ Psychonomic Society で発表を行った。また，国内学会において



は日本心理学会第 83 回，86 回大会にてそれぞれ発表した。さらにこれらの研究成果の一部は
2021 年に Cognition and Emotion に掲載された（Ishikawa, Oyama, & Okubo, 2021）。 
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